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◆P４～P5；千曲市・坂城町の要援護者・家族への防災アンケート実施報告 

◆P6  ;: コラム記事 「民間活力と民主主義」  旭 洋一郎 （長野大学教授） 

◆P７；「思いを伝える」 執筆者；清水佐登子    

◆P8；お知らせコーナー ( このお知らせコーナーへの情報をお願い致します。） 

 

紙
面
の
案
内 

 

障
全
協
第
四
十
八
回
総
会
・
中

央
行
動
開
催 

一
、
は
じ
め
に 

 

先
の
四
月
六
日
（
日
）
～
七
日

に
東
京
の
戸
山
サ
ン
ラ
イ
ズ
に

て
、
障
全
協
の
総
会
・
中
央
行
動

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
障

全
協
の
総
会
で
あ
り
、
参
加
者
は

各
県
代
表
で
六
〇
名
の
参
加
が
あ

り
ま
し
た
。 

 

尚
、
長
野
県
か
ら
は
県
推
協
代

表
と
し
て
松
丸
が
参
加
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

 

六
日
の
総
会
で
は
、
障
全
協
の

連
携
団
体
で
あ
る
、
全
障
研
・

き
ょ
う
さ
れ
ん
・
社
会
福
祉
総
合

研
究
所
・
中
央
社
保
協
の
そ
れ
ぞ

れ
の
団
体
よ
り
来
賓
の
ご
あ
い
さ

つ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

尚
、
障
全
協
総
会
に
は
障
害
者

当
事
者
や
家
族
が
各
県
組
織
の
事

務
局
を
担
っ
て
お
り
、
電
動
車
い
す

な
ど
で
遠
く
か
ら
参
加
し
て
い
る
方

も
お
り
、
言
葉
が
聞
き
取
り
に
く
い

点
も
あ
り
ま
す
が
、
積
極
的
な
発
言

に
、
私
も
励
ま
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 

二
、
総
会
の
意
義
と
私
の
感
想 

（
１
）
障
害
者
権
利
条
約
に
ふ
さ
わ

し
い
施
策
を
も
と
め
て
い
く
運
動
、

と
り
わ
け
「
権
利
と
し
て
の
障
害
者

施
策
」
を
追
及
し
て
い
く
。 

 

・
・
・
私
達
関
係
者
が
権
利
条
約

を
し
っ
か
り
学
び
、
こ
の
条
約
を
一

般
の
方
々
に
も
伝
え
て
ゆ
く
こ
と
、

そ
し
て
、
こ
の
条
約
を
掲
げ
て
、
条

約
に
は
ず
か
し
く
な
い
施
策
を
求
め

て
ゆ
く
こ
と
が
で
き
る
心
強
い
バ
ッ

ク
が
で
き
た
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。 

（
２
）
当
面
は
、
障
害
者
総
合
支
援

法
の
実
施
に
関
わ
る
諸
課
題
や
障
害

者
差
別
解
消
法
の
基
本
方
針
等
の 

 
 

具
体
化
を
求
め
て
行
く
。 
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・
・
・
今
、
障
害
者
総
合
支
援
法
と
介

護

保

険

と

の

矛

盾

が
、
障

害

者

の 
 

 
六
十
五
歳
問
題
で
、
全
国
各
地
で
ト
ラ

ブ
ル
や
訴
訟
が
起
き
て
い
ま
す
。
今
回

の
障
全
協
総
会
に
も
岡
山
県
か
ら
、
六

十
五
歳
問
題
で
訴
訟
を
起
こ
し
て
い
る

浅
田
さ
ん
が
参
加
し
て
実
態
を
訴
え
ま

し
た
。
私
も
浅
田
さ
ん
の
、
勇
気
と
決

断
そ
し
て
行
動
力
に
拍
手
を
送
り
ま

す
。 

（
３
）
第
二
次
安
倍
政
権
に
よ
る
『
戦

争
が
で
き
る
国
づ
く
り
』
『
企
業
が
儲

か
る
国
づ
く
り
』
の
政
治
方
針
に
基
づ

く
、
「
く
ら
し
と
平
和
・
民
主
主
義
」

へ
の
か
っ
て
な
い
攻
撃
の
中
で
、
「
権 

 
 

利
と
し
て
の
社
会
保
障
・
障
害
者
施

策
」
を
求
め
る
運
動
を
進
め
る
。
そ
の

 
 

為
、
多
く
の
関
係
団
体
と
の
共
同
・
連

帯
を
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
す
す
め
る
。 

 

・
・
・
当
会
県
推
協
の
元
代
表
の
故

坂
本
氏
は
「
平
和
で
な
け
れ
ば
、
障
害

者
は
生
き
ら
れ
な
い
。
」
ま
た
「
二
十

一
世
紀
は
人
権
の
輝
く
世
紀
だ
！
」
と

言
っ
て
い
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。 

 

 

平

和

や

人

権

を

ま

も

る

に

は
、 

 
 

私
た
ち
の
ふ
だ
ん
の
努
力
が
必
要
で

す
。
憲
法
は
、
そ
の
時
の
為
政
者
を
し

ば
る
も
の
で
す
。
そ
の
憲
法
を
守
ら
ず

に
、
都
合
の
い
い
よ
う
に
解
釈
す
る
こ

と
は
決
し
て
ゆ
る
さ
れ
ま
せ
ん
！ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（
４
）
私
た
ち
は
、
こ
う
し
た
き
び
し

い
情
勢
を
切
り
開
き
、
国
連
・
障
害
者

権
利
条
約
に
ふ
さ
わ
し
い
施
策
推
進
を

求
め
る
運
動
方
針
と
と
も
に
、
結
成
五

〇
年
を
め
ざ
す
「
五
カ
年
計
画
」
の
そ

の
三
年
目
と
な
る
二
〇
一
四
年
度
の
運

動
・
組
織
方
針
に
つ
い
て
討
議
し
、
そ

の
確
立
を
め
ざ
す
。 

 

・
・
・
具
体
的
に
は
、
障
全
協
運
動

を
引
き
継
ぐ
後
継
者
づ
く
り
、
そ
し

て
、
市
町
村
で
の
地
域
組
織
づ
く
り

が
、
今
年
度
の
総
会
で
は
強
調
さ
れ
ま

し
た
。
提
案
！
あ
な
た
の
暮
ら
し
て
い 

 
 

る
市
町
村
で
、
実
行
委
員
会
を
つ
く
り

「
障
害
者
・
高
齢
者
等
要
援
護
者
の
い

の
ち
を
守
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
開
催

し
て
み
ま
せ
ん
か
？
県
推
協
で
も
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
し
ま
す
。 

三
、
総
会
協
議
事
項 

 

尚
、
総
会
で
は
、
以
下
の
議
案
が
提
案

さ
れ
、
満
場
一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。 

①
二
〇
一
三
年
度
運
動
総
括(

案)

に
つ
い

て ②
二
〇
一
三
年
度
決
算(

案)

・
会
計
監
査

に
つ
い
て 

③
障
害
者
・
家
族
を
め
ぐ
る
情
勢(

案)

に

つ
い
て 

④
二
〇
一
四
年
度
運
動
方
針(

案)

に
つ
い

て ⑤
二
〇
一
四
年
度
予
算(

案)

に
つ
い
て 

⑥
二
〇
一
四
年
度
役
員(

案)

に
つ
い
て 

 

四
、
中
央
行
動
、
各
省
交
渉
・
国
会

要
請 

 

翌
日
、
四
月
七
日(

月)

は
、
中
央
行
動

と
し
て
各
省
交
渉
・
国
会
要
請
を
実
施
し

ま
し
た
。
以
下
に
、
私
が
特
に
気
に
な
っ

た
部
分
を
中
心
に
報
告
し
ま
す
。 

◆
厚
生
労
働
省 

老
健
局
介
護
保
険
課
へ

の
要
望
と
そ
の
回
答
・
懇
談 

 

要
望
＝
①
介
険
制
度
優
先
主
義
を
撤
回

し
、
介
護
保
険
制
度
・
障
害
者
施
策
の

選
択
に
つ
い
て
は
、
本
人
の
必
要
性
を

重
視
し
て
行
え
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。 

 

回
答
＝
障
害
福
祉
課 

増
田 

 

ま
ず
は
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
つ

か
っ
て
も
ら
う
。
た
だ
し
、
介
護
保
険

に
な
い
サ
ー
ビ
ス
に
関
し
て
は
、
障
害

者
の
サ
ー
ビ
ス
を
使
う
こ
と
が
で
き

る
。 

要
望
＝
②
介
護
保
険
制
度
に
お
け
る
保

険
料
負
担
を
大
幅
に
軽
減
す
る
と
と
も

に
、
利
用
料
負
担
は
撤
廃
し
て
く
だ
さ

い
。
当
面
、
障
害
者
総
合
支
援
法
の
軽

減
措
置
と
同
様
に
、
住
民
税
非
課
税
世

帯
か
ら
の
利
用
料
徴
収
を
や
め
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
補
足
給
付
等
の
取
扱
い
に

つ
い
て
も
同
様
の
扱
い
と
し
て
制
度
間

格
差
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
配
慮
し
て
く

だ
さ
い
。 

回
答
＝
清
水 

保
険
課 

 

所
得
が
低
い
人
に
は
、
減
免
措
置
も

あ
る
。
公
費
を
つ
か
っ
て
低
所
得
者
へ

の
支
援
を
す
る
制
度
を
つ
く
る
予
定
で

あ
る
。
補
足
給
付
に
お
い
て
、
障
害
者

だ
け
特
別
に
配
慮
す
る
こ
と
は
難
し

い
。 

 中内会長あいさつ 
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司
会
（
渡
辺
）
＝
み
な
さ
ん
の
回
答
の

中
で
、
保
険
優
先
を
強
調
し
て
い
ま
す

が
、
障
害
者
権
利
条
約
も
で
き
た
の

で
、
合
理
的
配
慮
を
ど
う
考
慮
し
て
い

る
の
か
？ 

参
加
者
よ
り
＝
権
利
条
約
の
視
点
か
ら

言
う
と
、
保
険
優
先
と
い
う
の
は
、
ま

ち
が
っ
て
い
る
。
障
害
者
地
域
で
生
活

し
て
、
障
害
者
の
権
利
義
務
の
内
容
を

そ
こ
な
わ
せ
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
撤

回
し
て
ほ
し
い
。 

司
会
＝
今
の
意
見
に
対
し
て
ど
う
で
す

か
？ 

障
害
福
祉
課
＝
課
長
会
議
で
は
、
介
護

保
険
で
サ
ー
ビ
ス
が
不
十
分
な
場
合

は
、
障
害
者
サ
ー
ビ
ス
を
引
き
続
き
受

け
ら
れ
る
よ
う
自
治
体
に
ア
ド
バ
イ
ス

し
て
い
ま
す
。 

浅
田
さ
ん
発
言
＝
実
は
、
三
月
二
〇
日

に
介
護
認
定
を
受
け
て
、
介
護
が
五
か

ら
介
護
度
四
に
な
り
ま
し
た
。 

 

こ
れ
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
判
定
結

果
で
あ
る
と
の
返
答
だ
け
で
し
た
。 

 

こ
の
結
果
だ
け
で
決
め
ら
れ
て
し
ま

う
と
、
今
後
の
生
活
が
な
り
た
た
な
く

な
る
の
で
、
不
安
を
か
か
え
て
い
ま

す
。 

 

・
・
付
き
添
い
の
方
で
日
常
介
護
し

て
い
る
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
が
、
浅
田
さ
ん

の
言
い
た
い
こ
と
を
代
弁
す
る 

司
会
＝
介
護
保
険
の
訪
問
介
護
の
関
係

で
今
、
各
自
治
体
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や

Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
活
用
と
い
わ
れ
た
が
介
護
者

の
専
門
性
な
ど
は
、
ど
う
考
え
て
い
る

の
か
？ 

老
健
局
山
田
＝
専
門
性
の
低
下
に
関
し

て
は
、
国
会
で
も
質
問
が
で
ま
し
た
。 

 

 

ゴ
ミ
出
し
な
ど
は
専
門
性
が
な
く
て

も
で
き
る
。
し
か
し
、
専
門
性
は
必
要

で
あ
る
の
で
配
慮
し
た
い
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

司
会
＝
浅
田
さ
ん
は
、
重
度
訪
問
介
護

を
つ
か
っ
て
い
た
が
、
こ
れ
を
介
護
保

険
で
や
る
に
は
介
護
度
五
で
な
い
と
、

い
ま
ま
で
の
サ
ー
ビ
ス
が
で
き
な
い
と

い
う
こ
と
で
、
介
護
保
険
に
移
行
し
、

最
初
は
介
護
度
五
で
あ
っ
た
が
、
最
近

の
判
定
で
介
護
認
定
で
介
護
度
が
四
に

下
が
っ
て
し
ま
い
。
こ
れ
で
は
、
こ
れ

ま
で
の
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
な
い
状

況
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
、
ど
う
と
ら

え
ま
す
か
？ 

厚
労
省
＝
厚
労
省
と
し
て
は
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
を
各
自
治
体
に
示
し
て
い
ま
す
。 

 
 

・
・
・
返
答
が
つ
づ
か
な
い
。 

司
会
＝
時
間
の
都
合
も
あ
り
ま
づ
の

で
、
別
の
要
望
項
目
へ
移
り
ま
す
。 

 
 

 

 

以
上
の
よ
う
な
意
見
交
換
が
お
こ
な

わ
れ
ま
し
た
。 

◆
国
会
行
動
報
告 

 

七
日
の
午
後
、
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

て
国
会
議
員
へ
の
要
請
行
動
を
し
ま
し

た
。
私
は
、
精
神
障
害
者
の
運
賃
割
引

を
求
め
る
請
願
書
名
を
も
っ
て
、
国
土

交
通
省
関
係
を
担
当
す
る
国
会
議
員
を

訪
問
し
て
紹
介
議
員
に
な
っ
て
も
ら
う

グ
ル
ー
プ
に
入
り
ま
し
た
。 

 

国
会
の
開
期
中
で
し
た
の
で
、
各
議

員
の
秘
書
の
対
応
と
な
り
ま
す
が
、
各
議

員
控
室
へ
最
初
に
ノ
ッ
ク
し
て
依
頼
す
る

人
を
順
番
に
決
め
て
、
請
願
署
名
の
請
願

趣
旨
や
現
状
を
述
べ
て
、
各
自
が
名
刺
を

渡
し
、
一
言
こ
と
ば
を
添
え
て
お
願
い
し

て
き
ま
し
た
。 

 

そ
の
時
に
、
障
害
者
の
権
利
条
約
が
批

准
さ
れ
た
こ
と
を
、
強
調
し
て
各
議
員
秘

書
に
話
し
ま
し
た
。 

 

私
達
の
要
請
に
対
し
て
、
各
議
員
秘
書

（
十
名
？
）
の
方
々
に
な
ん
と
か
請
願
署

名
を
受
け
取
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
一
ケ
所
だ
け
、
議
員
控
室
の
来
賓

室
に
通
し
て
い
た
だ
き
お
茶
な
ど
も
出
し

て
も
ら
い
、
ゆ
っ
く
り
私
達
の
請
願
趣
旨

等
を
聞
い
て
い
た
だ
く
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
そ
の
議
員
と
秘
書
は
と
も
に
国
労
出

身
の
方
で
、
障
害
者
の
交
通
運
賃
割
引
に

関
し
て
は
良
く
理
解
し
て
い
る
よ
う
で
し

た
の
で
期
待
が
持
て
そ
う
で
し
た
。 
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１）アンケート実施期間 

      ２０１３年１１月～２０１４年３月１５日 

２）アンケート件数 １００件  

３）調査元；NPO法人介護家族サポートセンター 

                  レインボーハウス 

4) 要援護者には、お年寄りや障害者、病弱者、乳

幼児、外国人など特別な配慮が必要な方々が対象と

なりますが、今回は、外国人は選択項目には入れま

せんでした。 

千曲市・坂城町の要援護者・家族を対象にした防災アンケート 報告  

６. 

１）障害者の方々の、障害種別は「身体」「知的」 

「精神」「発達障害」としましたが、チェックが 

複数ある方もおりましたので、集計のときに重複の 

項目を加えました。 

２）今回は、要援護者の中で障害者関係が８９％で

す。そのうち知的障害者を抱える家族   の回答

が３４人一番多く、ついで身体１４人・精神１３

人・発達障害４名・重複障害者も同じく４名となっ

ています。 

１）避難指示がどう届くかの回答では、一番多いの

はａ．地域アナウンス５３％・有線放送と地域アナ

ウンス（９％）と２つチェックを加えると６２％と

なる。 

 しかし、要援護者家族からは、外からアナウンス

がなっているのはわかるが耳の聞こえが悪く、よく

聞き取ることが難しいとのコメントもありました。  

 一方、避難指示の情報がどう伝わってくるのかわか

らないとの回答が１９％占めていました。 

１）地域の避難場所を知っていますか？の問いに対  

 しては、これは、災害の種類によって避難場所も 

 変わってくるとは思いますが、「知っている」と 

 の回答が７０％あり、「知らない」との回答が 

 ３０％となりました。 
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 当日のフロア発言での質問に、行政からのシンポジストが、持ち帰って確認してか

ら後日回答します。との返答があり、後日以下のような回答が届きました。 

１）福祉避難所に関して、具体的にどこが指定 

 されているかを知っている方は２パーセント 

 しかおりませんでした。 

  また、「知っている」との回答でメモって 

 ある場所が稲荷山特別支援学校と書いてあり 

 ましたが、残念ながらこの稲荷山特別学校 

 は、福祉避難所には、現時点では指定されて 

 おりません。 



    旭 洋一郎  （長野大学教授）    ・・コラム・・ 

民間活力と民主主義 

 やや硬い話題で恐縮である。今、新聞やテレ

ビを見ていると自分の常識を疑うようなことが

起きている。これまでの社会の仕組みが覆える

ようなことが躊躇なくすすめられているように

思える。憲法のことにせよ、公共放送の人事の

ことにせよ、ある神社に首相が参拝したことも

驚くばかりだが、ついには、時の政権が必要と

あらば憲法解釈を変えられる仕組みを作ろうと

している。これをやれば事実上憲法は機能停止

に近い状態になり、立憲主義が崩壊する。マス

コミも国民に部分的にしか知らせず、このジグ

ソーパズルが完成したらどのような国、社会に

なっているか、恐ろしさを感じるのは私一人で

はないだろう。 

 これが所謂「戦後レジームからの脱却」とい

うことなのだろうか。つまり、第二次世界大戦

後、国の基本をなしてきた平和主義、民主主

義、思想信条の自由、基本的人権の保障を見直

そうということである。そのことを国民のロス

トジェネレーション世代を中心に一部は支持し

ていることも忘れてはならない。 

かつて、ドイツのナチスは、国民の支持を受け

政権を奪取した。 

 その根底にあるのは何か。なぜ「右傾化」と

呼ばれる動きが大きくなるのか。 

それはかつて「左翼」が描いてきた理想的な社

会が色あせたものに写り、面白くないものに

なって、つまり戦後社会を形成してきた民主主

義への嫌悪感があるのではないかと思われる。

これを内田樹氏は反知性主義の現れとも呼んで

いる。ここでは民主主義に絞る。  

 説明するまでもないが、民主主義とは物事を

決める手続きの方法であって、ある組織にかか

わることをきめる場合、その組織の成員全員が

平等な発言権を持ち議論して決める。そして理

想的には、全員が同じ意見を共有することであ

るが、簡単にはそこまでいたらないことが多

い。反対者が出たり、違った意見を述べる者が

必ず現れる。そしてそれらの意見をできるかぎ

り取り込もうとし、妥協点を探ったり、修正し

たりして組織全体の意見をまとめる努力をす

る。大変な時間と労力を費やすことになる。こ

れが民主主義の手続きである。この方法は人類

の歴史の中で試行錯誤をし、考えられるもっと

もベターな社会的な意思決定の仕組みとして育

ち定着してきた。 

 ところがこれは欠点もある。時間もかかる

し、リーダーのコントロールが発揮できない

場合もある。イザというときに組織の判断が

遅れてしまう恐れもある。グローバル化され

た市場で競争をしている企業は、リーダーの

的確な判断と迅速な決定がものを言う場合が

あるだろう。それが的を得、タイミングがあ

えば市場で勝者になる。つまり儲かる。 

 この民主主義の欠点を補うものとしてさか

んに言われているのは民間活力である。民間

活力は市場における競争に勝つ機能に特化し

た組織能力である。的確な判断と強力なリー

ダーシップ、その上での競争力のことなので

ある。たとえば、民間活力の導入として、義

務教育学校の校長にリーダーシップと企業的

な発想を期待して企業経験者を抜擢する例が

見られるが、もちろんすべてが期待通りには

いかない。それが「成功」した例の多くは、

それまでの意思決定の仕組みまで変えている

場合である。つまり、迅速にリーダーの意思

が反映されるような仕組みやルールまで変更

しているのである。それは簡単にいえば、会

議は議論の場ではなく、リーダーの決定を伝

える場にすれば良いのであり、参加者に平等

な発言権を認めず、民主主義的な手続きをや

め、リーダーの決定が迅速に伝わる仕組みを

つくればれば良いのである。これが民間活力

導入の実相である。 

 言うまでもないが、企業のすべてがトップ

ダウンで動いているわけではない。取締役会

があり、株主総会がある。労組との協議もあ

ろう。しかし、数字という魔物が執行部から

示されれば異論はなかなかとなえられない。

突飛な例だが原子力が危険なエネルギーであ

ることは誰だってわかっている。火力発電所

のように人口密集地には原子力発電所は建て

られていないことからもわかる。チェルノブ

イリやフクシマのことを知らない人はいな

い。それがなぜ脱原発に舵を切れないか。企

業のトップが経営戦略上そう考えていないか

らである。これに尽きる。  

 誤ったリーダーシップやトップダウンは危

険である。そして悪いことに間違いを起こさ

ない、失敗をしない人間はドラマの女医くら

いなものである。日本がなぜアジア太平洋戦

争を起こしたか。このコラムでは扱えない大
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・
・
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担
任
と
な
っ
た
先
生
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車
椅
子
に
し
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み
つ
く
息
子
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よ
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う
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・
・
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三
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ま
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一
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い
ら
れ
た
ん
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も
ん
ね
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ま
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た
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師
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息
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ま
ま
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ま
せ

ん
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抵
抗
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ば
ら
せ
た
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む
よ
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に
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め
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熱
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夏
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み
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け
に
、
自
立
活
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の

先
生
を
始
め
複
数
の
先
生
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る
授
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れ
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と
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な
っ
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で

す
。
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落
ち
着
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し
た
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通
学
籍
に
変
わ
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大
勢
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同

級
生
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の
活
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え
、
修
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旅
行
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作

業
班
、
歩
行
訓
練
に
と
励
み
ま
し
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表
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表
現
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に
な
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、
手
の
触
れ
方
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ま
る
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言
葉
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発
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る
か
の
よ
う

に
感
じ
ら
れ
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ま
で
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ま
し
た
。
今

に
し
て
思
え
ば
、
あ
の
乗
車
拒
否
は
自
分

の
思
い
を
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え
て
周
り
の
世
界
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え
て

い
く
と
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う
、
息
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一
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換
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で
す
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そ
の
思
い
は
、
突
然
生
ま
れ
た
の
で
な

く
、
時
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を
か
け
て
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っ
く
り
と
育
ま
れ
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思
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思
い
を
育
み
、
気
付
き
、
応
え
て
く
だ

さ
っ
た
皆
様
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
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こ
れ
か
ら
も
、
か
け
が
え
の
な
い
学
校

生
活
で
得
た
「
思
い
は
叶
う
」
の
信
念
で

力
強
く
生
き
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て

い
ま
す
。 

   執筆者： 清水 佐登子 

（７） 2014年 4月28日 406号      参加と平等 県推協新聞        （第三種郵便物認可）                        

問題であるが、経済恐慌を背景に２回のクーデ

ター未遂があり、危機意識を煽るマスコミがあ

り、まだ十分育っていなかった民主主義は機能

停止となった。あわせて日本は神国だというプ

ロパガンダが席巻し、反知性主義が跋扈し、理

性は停止してしまった。結果、大陸を蹂躙し、

資源とエネルギーを依存していたアメリカにま

で戦いを挑む愚行をおかした。結果はボロクソ

に負け大変な犠牲者を出し、その傷は未だに癒

えていない。これは一連のトップダウンの所行

の結果であったともいえまいか（けしてそれ

だけではないが）。 

 民主主義はたしかに面倒である。理性は感

情に引きづられることが多い。しかし、一人

ひとりの平等な命と人権を尊ぶなら、民間活

力という言葉に惑わされず、民主主義と知性

を大切にすべきではないかと思うのである。

企業は失敗すれば倒産して終わることができ

る。だが国や社会はそのように終わることが

できないのであるし、許されてもいない。 



 

 ◎問い合わせ 県推協事務局まで  TEL/FAX ０２６（２６４）５２５６ 

                                                              E-mail ; suishin2007@yahoo.co.jp 
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県推協事務局からのお願い ： ２０１４年度会費納入をお願いします。 

 県推協は、主に各加盟団体・個人の会員会費や寄付金で、運営されて

おります。消費税等も上がり、何かと出費の多い時期ですが、是非とも

私どもの会費納入を引き続きお願い致します。 

 尚、納入は同封の郵便振り込み用紙にて、送金下さい。 

  口座番号；００５８０－９－２５３４  名義；障県協 

１）福祉医療給付制度の改善をすすめる会 年次総会 

  日時：５月１７日（土）１３：００～１５：００ 

  会場；長野県障害者福祉センター「サンアップル」 

   記念講演；診療現場から医療費窓口無料化の重要性を考える(仮題) 

      講師；健和会病院副院長・小児科医師 和田 浩氏（すすめる会会長） 

   講演の後、年次総会を開催します。 

 

２）ＪＤ政策会議２０１４ ご案内 

 日時 2014年5月31日（土）午後1時15分～5時 ＊受付12:45～ 

 会場 戸山サンライズ2階 大研修室     

  定員 ２００人（定員になり次第締め切らせていただきます。） 

  資料代 ５００円  

★情報保障（要約筆記、手話通訳） 

 【プログラム】 

 第1部 基調講演 野村 茂樹氏（弁護士） 

  『権利条約の意義と課題－権利条約委員会実況報告から－』(仮題)  

 第2部 問題提起-3つの観点から- 

   ☆コーディネーター：藤井克徳氏（ＪＤ常務理事）  

 

３）高齢者・介護・健康、発達支援・精神の出前講座 

 あなたの町に、職場に、小さな講座をお届けします。自主勉強会、 

 学習会に作業療法士を呼びませんか。 

 ①実施期間平成26年6月～12月 

 ②問合せ先 長野医療技術専門学校 作業療法学科松下雅子 

       TEL:026-283-6111 


